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の音 との 関係で 捉 えて音その もの の 体系を

考 え よ う と して い る。 これ は文字と音 を切

り離 して考 え るよ うに な っ た とい うこ とで ，

先進 的な もの で あ る 。 た だ し ， こ うして 提

出さ れ た シ ェ
ー マ は必ず し も明瞭な もの で

はな く
， 当初意図 して い た 教科書 と して は

不適当な もの とな っ て い る 。
こ の 先 進性 は

学校文法 か ら体系的な ロ シ ア語記述 へ と進

む中で の混乱 を も意味 して い た と い え る。

　当然なが ら ，
バ ル ソ フ に も限界 は あ り，

例 えば
， 子 音の 口蓋 化非 口 蓋化 を理 解せ ず

後続母音の 差 として解釈 して い る 。 正書法

の 原則 に 関 して も
，

ト レ ジ ア コ フ ス キー

（同様 に ア ド ド ゥ
ー ロ フ） の 流れ （歴 史 的

正書法か ら音声的正 書法 へ ）を受 け つ つ も，

ラジカ ル な考えは遂 に 導入 されて い な い
。

　バ ル ソ フ 自身の複数 の著作の 比較 に よ っ

て 示 され る変遷 とは ， 単純な教育上の 綴 り

字指導か ら音の 構造的把握 へ の 取 り組 み ，

文 字論か ら音声の体 系的な 考察 へ の 発展で

あ っ た 。 こ の 点 に ロ シア 語学史に お け るバ

ル ソ フ 文法の 意義が あ る。

　バ ル ソ フ に は ，
ロ シ ア文法史に お け る継

承 と革新 ， 既存体系の 教授 と新た な体 系構

築 の 2 つ の 傾向が ，混乱 と矛盾 を内包 し つ

つ 折衷 され てあ り ， 音 と文 字をめ ぐる考察

に それが現れ て い る 。
こ の よ うな折衷 は ，

同時 に ， 選択の 道 を後世 に開 くもの で あ っ

た 。
バ ル ソ フが描 い た混沌の 中で ， 新 た な

言語 を形成 した の が 弟子 の カ ラ ム ジ ン で

あ っ た。 バ ル ソ フ は ，

『ア ズ プ カ x か ら

『詳解 ロ シ ア 語 文 法』 に 進 む 中で ， 新 し い

V シ ア 語模索の 道 を示 した の で ある 。

　　　　　　（こばや し　 きよ し ・早 大院）

イリヤ ・ カバ コ フ ー 〈記憶〉 の 物語

鴻　 野 　 わ か 菜

　ウ ク ライ ナ 出身の 前衛芸術家イ リヤ ・カ

バ コ フ は ， 70年代 に モ ス ク ワ で 生 ま れ た

非公認芸術家 グル ープ 「
モ ス ク ワ

・コ ン セ

プ チ ュ ア リス ト ・サ ー
ク ル 」 の 代表 的存在

で あ る 。
こ の 発表の 狙 い は ， 〈記憶〉 の 問

題 と い う観点 に立 っ て こ そ ，
カ バ コ フ の 作

品の 内包す る現代的な批評性 と独 自性が明

確 に な る と考 え ，
こ の 問題 を ， 今日の批評

や思 想 にお け る議論 と重 ね つ つ
， 作品 に即

して 考察 して い くこ と だ っ た 。

　 ソ連の 非公認画家 と して の 側面 に着 目す

る な ら ， 共産 主義 70 年の 歴史 は む だ な実

験 だ っ た と い う言説が流布 し
，

ひ と つ の 時

代が 葬られ よ うと して い る現代に お い て ，

「す べ て を記 憶 しよ う」 と い う メ ッ セ
ージ

に満ち た カ バ コ フ の 作品は ， 明確な批評性

を持ち得 る 。 また ，
ユ ダヤ人 として の側面

に 注 目す る な ら， 従来コ ン セ プ チ ュ ア リス

トの 中で ， ホ ロ コ
ー

ス トの 問題 を 自らの コ

ラ
ージ ュ ない し コ ン セ プチ ュ ア リズ ム の 手

法 と結び つ けて 驚 くべ き豊穣な テ ク ス トを

産出 して い るの は，
ウ ラ ジ ー ミル ・

ソ ロ ー

キ ン の み だ っ た とい っ て よい と思われ るが ，

カバ コ フ は ユ ダヤ 性 を前面に 押 しだ さな い

に もか か わ らず ， 遺失物保管所や 収容所的

空間の テー マ を扱 うこ と に よ っ て ， か ぎ り

な くホ ロ コ ース トの イメ ージ を喚起 す る 。

　
「
な に か を捨て る こ とは記 憶 を捨て る こ

とで ある 亅 と考え ， すべ て の ゴ ミ を ，
ゴ ミ

を拾 っ た 時間 と状況 を記 した メ モ をそ えて

部 屋 に し ま っ て お く男 の 物 語 ， イ ン ス タ

レ
ー

シ ョ ン
『け っ し て 何 も捨 て な か っ た
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男』 （1977）で は ， 拾 わ れ た場 所 と時間が 明

記 され た持 ち 主不明の 大量の ゴ ミは ， 行 き

場 を失 っ た遺 失物 を思 わせ
， 遺失物の 元の

持ち主 を想起 させ ずに は お か な い
。 その 場

合 ， 1933年 に ソ連の ユ ダヤ 系家族 に 生 ま

れ モ ス ク ワで 半生 を送 っ た カ バ コ フ に と っ

て ， 遺失物の 持ち 主が死者で あ り
，

こ の 作

品が 無数の 死者の 遺失物保管所 ， す なわ ち

ソ連 の 収容 所群 島 と ユ ダヤ 人絶滅収容所の

イ メ
ージ に収斂 して い くこ とは否 め な い

。

　共同住宅 を舞台 に した イン ス タ レ ーシ ョ

ン 『共 同 キ ッ チ ン a　 （1991）で は ， 狭 い 台

所 で か わ され た住人達の 会話が ， 紙片に 書

か れ ， 天 井
一

面に つ る さ れ て い る 。 カバ コ

フ は 自作年譜で ，

「
あ の 《声》 を記録 し は

じめ る。私 を と り ま くソ ヴ ィ エ ト社会の 無

名 の 叫 び声 ， 私の 頭 の 中で た え ず響 きわ

た っ て い る あの 叫び声 を。 だれ か の 耳 に届

く機会を そ の 声た ち に与え て や る た め に 」

と述べ て い る。
あ る意味 で カ バ コ フ の こ の

姿勢 は ，
ゴ ミ を袋 に 集 め る男を描 い たプ ラ

トー ノ ブや ， 祖先の 遺品 を保管す る巨大 な

博物館 を夢 み た フ ヨ
ー ド ロ フ の 系 譜 に 連

な っ て い る。

　 カ バ コ フ の 書 く物語は ， た とえ
一人 の 主

人公 をめ ぐる もの で あ っ て も，

…
人称で は

語 られ ず ， か な らず ， その 人 をめ ぐる様 々

な 人 物の コ メ ン トか ら成 りた つ
。

ク ロ ー

ド ゜ラ ン ズ マ ン 監督の映画
『
シ ョ ァ

ー
』 の

語 りと同じで ， 非
一
人称 は

，
ホ ロ コ

ー ス ト

を語 る唯
一の 可能 な語 り だ か ら だ 。 ホ ロ

コ ース ト
， すなわ ち死 者に 関す る

一
切 の 記

憶 を組織的 に抹消 し よ う とした人類史上初

の 事件 を ， 現代の 人聞が 特権的な
一

人称で

語 り再構成す る こ とは不 可能で あ り， 過去

を想起す る行為 に よ っ て の み ， 消去 され た

記億 に 近づ い て い くこ とが 可能なの で あ る 。

　カ バ コ フ の 作品 に お い て 〈白〉 は死 の空

間， 記憶 が生 き続 け る空間で ある 。 ア ル バ

ム 『空飛 ぶ コ マ ロ フ 』 （tg70−74）で は， 白

い 空 を浮遊す る死 者た ち は ， 夜に な る と下

界 に帰 っ て い き ， カ バ コ フ も特別な関心 を

寄せ るプラ トーノ ブ の 小 説の
， 地 ヒの 人々

が眠 りに お い て死者 と
一
体 化 し死 者を呼び

戻す場面 を思 わ せ る 。 こ こで 読 み とる こ と

が で き るの は ， 生者が死 者 を追憶 する行為

に よ っ て の み 白い 世界 との 交信が な りた ち ，

さ なが らタ ル コ フ ス キーの ソ ラ リス の海の

よ うに死者を呼び戻す こ とが で きる と い う

思 想で あ る （鴻 野
1

天 使 の 記 録
一 イ リ

ヤ ’カ バ コ フ　 ア ル バ ム 『10 の 人物 』」 ，

『 とど まる力 と越 え 行 く流 れ 一 文化 の 境

界 と交通』 （多分野 交流演習論文 集）沼野

充義編 ，
2000 を参照）。

　発表で は
， 他に も数例 を挙 げて 記憶 の 問

題 を論 じた。カ バ コ フ が提示 す る記 憶 ， 過

去 との 関係の 問題 は，た しか に 共産主義体

制下 で の 特殊な状況 ， すな わ ち粛清 ， 記録

の 抹消， 及 び， 政権の 交代 の た びに都 市や

通 りの 名前 を改名す る国家の あ り方 と強 く

結 び つ い て い る 。
カ バ コ フ の 作品が 西側 で

発表 され た時 ， 多 くの 観客 は そ れ を ソ連 独

自の 悲惨な状況の表現 とみ な し， 自分た ち

に は無関係 の こ と と して受 け とめ た 。 しか

し ， 記憶の 問題は 今後の 世界全体 の 問題で

あ り， 管理 と監視 とい う収容所的状態 も ロ

シ アだ け に 限定 さ れ る問題で はない 。 軽 や

か な遊 びの よ うで あ りつ つ
， 名づ けの 問題 ，

死 者を追憶す る責任な ど ， 様 々 な側 面 か ら

記 隠の 問題 を提示 す る カ バ コ フ の 作品 は，

決 して ソ連 と ユ ダヤ だ けに関わ る もの で は

な く， 現代的 な批評性を獲得 して い る と い

髪 る 。

　　　　　　　（こ うの　わ か な ・東大院）
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